
問 

三
沢
川
は
、
中
屋
敷
橋
上
流
部
、
栄

橋
南
側
左
岸
、
小
笠
橋
南
側
一
帯
に
土
砂

が
堆
積
し
、
洪
水
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

河
道
掘
削
及
び
護
岸
工
事
に
つ
い
て
、
県

と
い
か
に
連
携
を
と
っ
て
進
め
て
い
く
の

か
。答 

堆
積
土
の
撤
去
は
、
今
後
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
事
前
立
ち
会
い
や
意

見
交
換
も
踏
ま
え
、
実
施
箇
所
の
検

討
を
す
る
な
ど
、
県
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
袋
井
市
に

求
め
ら
れ
る
消
防
水
利
の
数
は
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
。

答 

必
要
数
1
2
4
5
箇
所
に
対
し

7
6
6
箇
所
で
充
足
率
62
%
で
あ

る
。
基
準
と
さ
れ
る
吸
水
能
力
未
満

の
も
の
を
含
め
る
と
1
8
6
9
箇
所

整
備
さ
れ
て
い
る
。

問 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
寝
た
き

り
の
高
齢
者
と
同
居
す
る
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
を
図
る
緊

急
通
報
装
置
の
貸
与
制
度
は
十
分
な
利
用

が
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

令
和
2
年
1
月
末
現
在
、
2
0

7
世
帯
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。
対

象
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
申
請
の
ほ

か
、
看
護
師
等
も
勧
め
て
い
て
必
要

な
方
に
は
利
用
さ
れ
て
い
る
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

次
期
「
河
川
等
整
備
計
画
」
に
お
け

る
同
排
水
路
の
整
備
方
針
は
ど
う
か
。

答 

現
計
画
で
は
3
0
0
m
を
整
備

箇
所
と
位
置
づ
け
、
次
期
計
画
に
お
い

て
も
用
水
路
と
排
水
路
を
分
離
す
る
課

題
は
あ
る
が
、
整
備
区
間
や
整
備
方
法

に
つ
い
て
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

災
害
時
、
要
支
援
者
を
受
け
入
れ
る

避
難
施
設
の
設
置
状
況
は
。

答 

避
難
者
受
け
入
れ
可
能
人
数

は
、
11
施
設
1
2
7
人
、
避
難
行
動

要
支
援
者
と
し
て
個
別
支
援
の
必
要

な
方
は
約
7
0
0
人
。
全
て
受
け
入

れ
る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
各

地
区
指
定
避
難
所
で
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
避
難
生
活
を
送
る
た
め
、

避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
く
。

問 

災
害
時
、
1
次
避
難
所
に
も
な
っ
て

い
る
公
会
堂
の
耐
震
工
事
等
へ
の
補
助
制

度
は
ど
う
か
。

答 

耐
震
診
断
に
は
、
既
存
建
築
物
耐

震
性
向
上
事
業
費
補
助
金
、
耐
震
工
事

や
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
貼
り

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

補
助
金
が
あ
る
。
安
全
対
策
が
促
進
す

る
よ
う
、自
治
会
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

河
川
整
備
に
河
道
掘
削
を

高
齢
者
支
援
に
機
器
貸
与
を

田
町
幹
線
排
水
路
の
整
備

公
会
堂
の
耐
震
化
助
成

地
域
防
火
体
制
の
整
備
を

福
祉
避
難
所
の
体
制

三沢川の土砂堆積
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